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11 月 15 日（土）に第 10 回議会報告会が南公民館で開催されました（概要は５ページをご覧くだ

さい）。表紙に掲載されている二次元コードを読み込むと、ユーチューブで録画配信がご覧いただ

くことができます。多くの皆様にご覧いただき、感想やご意見をお寄せください。 

蕨市議会広報広聴委員会 

電話番号 048－433－7733 

FAX 番号 048－432－7991 

 

9 月定例会 

 令和 6 年度決算 

一般会計など全９会計の決算を認定 

 

令和７年９月定例会は、９月３日から 30 日までの会期で開催し、初日には、市長より市政につい

ての報告が行われたほか、市長提出議案１件を原案のとおり可決しました。 

 また、９月９日には提出議案に対する質疑を行いました。 

 一般質問では、14 人の議員が市政の様々な重要課題を取り上げ、執行部の見解を問いました（６

から 13 ページ参照）。 

 最終日には、陳情１件を不採択とし、市長提出議案、決算認定をすべて原案のとおり可決、認定

し、閉会となりました。 

 

各会計の決算状況 

令和７年９月定例会では、令和６年度の一般会計、特別会計、企業会計、全９会計決算について

審議し、認定しました。各会計の決算状況を紹介します。 

 

一般会計 

歳入 325 億 9 千 661 万 7 千 548 円 

歳出 305 億  250 万 5 千 325 円 

 

特別会計 

国民健康保険  

歳入 69 億 1 千 273 万 4 千 799 円 

歳出 68 億 2 千 255 万 3 千 480 円 

 

錦町土地区画整理事業 

歳入 14 億 1 千 363 万 3 千 133 円 

歳出 11 億 5 千 447 万 803 円 

 

介護保険 



歳入 60 億 9 千 667 万 983 円 

歳出 59 億 5 千 169 万 9 千 26 円 

 

後期高齢者医療 

歳入 10 億 5 千 469 万 7 千 844 円 

歳出 10 億 4 千 832 万 1 千 445 円 

 

公共用地先行取得事業 

歳入 3 千 167 万  130 円 

歳出   961 万 2 千 76 円 

 

企業会計 

病院事業  

収益的収支  

歳入 28 億 4 千 451 万 1 千 209 円 

歳出 31 億 2 千 484 万 2 千 581 円 

 

水道事業 

収益的収支 

歳入 14 億 6 千 846 万 3 千 532 円 

歳出 13 億 1 千 621 万 1 千 531 円 

 

公共下水道事業 

収益的収支 

歳入 16 億 393 万 4 千 787 円 

歳出 15 億 3 千 100 万 5 千 929 円 

 

9 月定例会の主な議案の内容 

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び人事院規則の一部改

正に伴い、所要の改正を行います。 

内容は、本人または配偶者の妊娠、出産等を申し出た職員及び３歳に満たない子を養育する職員に

対する仕事と育児の両立支援制度の周知、制度利用の意向確認のための措置及びその意向への配慮

を任命権者に義務付けるものです。 

 

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

１年につき 10 日相当時間数を超えない範囲で、１日当たりの上限時間なく取得できる部分休業が

新設されます。 



 

蕨市議会議員及び蕨市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例及び蕨市

議会議員及び蕨市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部改正 

公職選挙法施行令の一部改正に準じ、選挙運動用ポスターの作成及び選挙運動用ビラの作成に係る

公費負担の限度額をそれぞれ引き上げるものです。 

①選挙運動用ポスターの作成の公営 印刷費 １枚当たり 

現行 ５４１円 31 銭 

改正後 ５８６円 88 銭 

②選挙運動用ビラの作成の公営 作成費 １枚当たり 

現行 ７円 73 銭 

改正後 ８円 38 銭 

 

蕨市重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部改正 

県が重度心身障害者医療費助成制度の対象を拡大するに当たり、所要の改正を行います。 

精神障害者保健福祉手帳２級所持者が、自立支援医療を利用して精神科に通院等をした場合の自己

負担額を助成対象とするものです。なお、施行日は令和８年１月１日となります。 

 

令和７年度蕨市一般会計補正予算第４号 

一般会計予算を、約 10 億円増額する補正予算案を可決しました。 主な内容は次のとおりです。 

◆ライン公式アカウント登録キャンペーンの実施 

令和７年 12 月 31 日までに市ライン公式アカウントを友だち登録し、受信設定を行い、キャンペ

ーンに応募した市民にデジタルギフト５００円分を配布します。最大１万人。 

◆蕨あるこうキャンペーン第３弾の実施 

コバトンあるこうマイレージアプリに登録いただいている市民のうち、令和７年 12 月１日から 12

月 31 日までの間に、８千歩以上歩いた日が４日以上ある方に、５００円分のデジタルギフトを配

布します。 

◆リチウムイオン電池等の廃棄用袋及びチラシを全戸配布 

12 月号広報蕨とあわせて、リチウムイオン電池等の回収用の透明袋及び啓発チラシを配布します。 

 

工事請負契約の締結 

◆にぎわい交流拠点整備工事 

にぎわい交流拠点の公共機能施設部分である物販施設や駐車場、駐車場２階部分の広場、駐輪場等

について整備を行うものです。 

 

令和 6 年度に実施した主な新規、拡充事業 

市議会では、令和 6 年度決算の内容について、予算決算常任委員会の総務、環境福祉経済、教育ま

ちづくりの 3 つの分科会において、詳細にわたり審査を行いました。 

令和 6 年度の決算と主な新規、拡充事業について、審査を行った分科会ごとに紹介していきます。 



総務分科会 

総務費 25 億 9 千 475 万 3 千 984 円 

〇家庭用防犯カメラ設置費補助 

〇街なか防犯カメラの増設 

〇自治体情報システム標準化に対応するための環境整備 

〇市民会館改修事業 

 

消防費 10 億 1 千 236 万 2 千 542 円 

〇 防災行政無線設備及び土のうステーションの増設 

〇災害救助用資機材搬送車の整備 

〇消防団への救助避難ボートの整備 

〇消防団第６分団の消防ポンプ自動車を更新 

 

環境福祉経済分科会 

民生費 143 億 6 千 571 万 7 千 518 円 

〇 中等度難聴の高齢者に対する補聴器購入費への助成 

〇地域福祉計画及びこども計画策定 

〇ひとり親家庭及び低所得世帯の子どもを対象とした学習支援 

〇大学受験料等の助成 

 

衛生費 31 億 1 千 620 万 2 千 226 円 

〇 新型コロナウイルスワクチンの定期接種及び帯状疱疹ワクチン接種費用への助成 

〇群馬県片品村と連携したカーボンオフセット事業 

〇スマートウエルネスシティ推進に向けたアクションプランの作成 

〇産後ケア事業及び歯周疾患検診の拡充 

 

教育まちづくり分科会 

土木費 33 億 1 千 278 万 2 千 518 円 

〇橋りょう長寿命化に向けた改修事業 

〇 駅西口地区市街地再開発事業に対する組合への補助 

〇富士見公園内野球場改修工事 

〇公共下水道事業への負担金 

 

教育費 27 億 4 千 35 万 824 円 

〇小学校体育館への空調設備設置 

〇中学校屋上防水及び外壁改修工事 

〇西公民館等複合施設建設工事の設計 

〇第２子以降の学校給食費の無償化 



 

議会を傍聴してみませんか 

本会議や委員会は原則として一般に公開されており、傍聴することができます。 

議場及び委員会室は市役所５階です。事前予約は必要ありません。お気軽にお越しください。 

また、傍聴ロビーは本会議や委員会が開催されていない日でも眺望をお楽しみいただけますので、

ぜひ一度、足を運んでみてはいかがでしょうか。 

 

令和 7 年 9 月定例会における議案等に対する賛否結果 

 

陳情第 7 号 核兵器禁止条約に参加を求める意見書の提出を求める陳情 わらび未来の会× 日

本共産党〇 公明党× しんしょうかい〇 無所属（えのもと議員）〇 無所属（みやした議員）

〇 日本維新の会× 結果不採択 

議案第 53 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で賛

成 原案可決 

議案第 54 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 55 号 蕨市議会議員及び蕨市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する

条例及び蕨市議会議員及び蕨市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改

正する条例 わらび未来の会〇 日本共産党〇 公明党〇 しんしょうかい〇 無所属（えのもと

議員）× 無所属（みやした議員）〇 日本維新の会〇 原案可決 

議案第 56 号 蕨市重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で

賛成 原案可決 

議案第 57 号 蕨市下水道条例の一部を改正する条例 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 58 号 蕨市水道事業給水条例の一部を改正する条例 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 59 号 令和７年度蕨市一般会計補正予算第３号 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 60 号 令和７年度蕨市一般会計補正予算第４号 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 61 号 令和７年度蕨市介護保険特別会計補正予算第１号 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 62 号 令和７年度蕨市公共下水道事業会計補正予算第１号 全会一致で賛成 原案可決 

議案第 63 号 工事請負契約の締結について 蕨市にぎわい交流拠点整備工事 全会一致で賛成 

原案可決 

議案第 64 号 工事請負契約の締結について 市民会館ホール改修工事 全会一致で賛成 原案可

決 

議案第 65 号 工事委託協定の変更協定の締結について 丁張下青木跨線道路橋修繕工事委託 全

会一致で賛成 原案可決 

認定第 1 号 令和 6 年度蕨市一般会計歳入歳出決算認定について 全会一致で賛成 認定 

認定第 2 号 令和 6 年度蕨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

全会一致で賛成 認定 

認定第 3 号 令和 6 年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 全会一致で賛成 認定 



認定第 4 号 令和 6 年度蕨市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について  

全会一致で賛成 認定 

認定第 5 号 令和 6 年度蕨市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について  

全会一致で賛成 認定 

認定第 6 号 令和 6 年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について  

全会一致で賛成 認定 

認定第 7 号 令和 6 年度蕨市立病院事業会計決算認定について 全会一致で賛成 認定 

認定第 8 号 令和 6 年度蕨市水道事業会計決算認定について 全会一致で賛成 認定 

認定第 9 号 令和 6 年度蕨市公共下水道事業会計決算認定について 全会一致で賛成 認定 

 

※ 議案第 55、60、62 号、認定第１号については質疑が、陳情第７号、議案第 55 号については

討論が行われました。質疑、討論の詳細な内容は蕨市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」か

らご覧になることができます。 

 

12 月定例会の日程 予定 

11 月 26 日、水曜日、開会 

 28 日、金曜日、議案質疑、委員会 

12 月 1 日、月曜日、委員会、分科会 

2 日、火曜日、委員会、分科会 

3 日、水曜日、委員会、分科会 

10 日、水曜日、一般質問 

11 日、木曜日、一般質問 

12 日、金曜日、一般質問、委員会 

16 日、火曜日、閉会 

※議会の都合により日程は変更になる場合があります。 

 

広報広聴委員会を開催しました 

9 月 30 日 12 月発行号の概要、議会報告会について 

11 月 13 日 12 月発行号の最終確認 

11 月 25 日 議会報告会について 

 

議会中継を実施しています 

 蕨市議会では、インターネットによる本会議の議会中継（ライブ中継、録画放映）を実施してい

ます。 

 パソコンやスマートフォンなどでいつでも簡単に視聴することができますので、ぜひご覧くださ

い。 

 ライブ中継、録画放映を含む市議会の詳しい情報は、蕨市議会のホームページをご覧ください。 

 



議会報告会を開催しました 

 第 10 回となる今年度の議会報告会は、令和７年 11 月 15 日に南公民館において開催しました。

当日は、59 人の方々にご参加いただくとともに、当日ご参加いただけない方にもその様子をご覧

いただけるよう、リアルタイムでの配信を行いました。当日、ご参加、ご視聴いただいた皆さま、

誠にありがとうございました。 

 また、議会報告会の様子は、ケーブルテレビ「ウインク」で 11 月 28 日から 12 日４日に放送さ

れるほか、インターネットで録画配信をしています。ぜひご覧ください。 

 

第 10 回議会報告会の内容 

議長あいさつ、議会のしくみ等の紹介 

総務、環境福祉経済、教育まちづくり各常任委員会の報告 

蕨市立病院建替え整備特別委員会の報告 

質疑応答、意見交換 

 

各委員会の報告テーマ 

総務常任委員会 

〇自治体ディーエックスの推進について 

〇蕨市公式ラインの導入について 

〇防災対策について 

〇令和６年度決算における市税について 

 

委員長 ほんだていこ 

副委員長 おかだみきお 

委  員 みやしたなみ 

委員 ふるかわあゆみ 

委員 すずきさとし 

委員 まえかわやすえ 

 

環境福祉経済常任委員会 

〇にぎわい交流拠点整備事業について 

〇環境対策について 

 

委員長 とちもとよしかね 

副委員長 やまわきのりこ 

委  員 すずきしんのすけ 

委員 おおいしけいこ 

委員 ひきこうじ 

委員 おおいしこういち 



 

教育まちづくり常任委員会 

〇イーステーションと不登校支援について 

〇浸水センサ設置について 

〇小学校プールについて 

 

委員長 しょうのこうじ 

副委員長 かなまるけんじ 

委  員 やじまさとこ 

委員 たけしたりょう 

委員 えのもとかずたか 

委員 こばやしりき 

 

蕨市立病院建替え整備特別委員会 

〇中間報告の概要と第７回から第 11 回特別委員会のトピックスについて 

委員長 まえかわやすえ 

副委員長 えのもとかずたか 

委  員 すずきしんのすけ 

委員 とちもとよしかね 

委員 ほんだていこ 

委員 すずきさとし 

 

市政を問う！一般質問 

9 月定例会では、22、24、25 日の３日間で 14 人の議員が市政に対する一般質問を行いました。 

 

発火を防ぐリチウムイオン電池への対応について 

ひき こうじ議員（わらびみらいのかい） 

議員 リチウムイオン電池等の回収に必要なだいだい色のかごに、注意喚起の表示がさらに必要で

はないか。 

市民生活部長 現在、かごに貼れるシールを作成しており、各地区の収集曜日と、「リチウムイオ

ン電池等」といった表記に変更予定である。 

議員 誰でも分かるよう徹底していただきたい。また、12 月に回収用の透明袋と一緒に啓発チラ

シを配布するとのことだが、リチウムイオン電池等を使用している製品が分かるようにしてほしい

がどうか。 

市民生活部長 啓発チラシについては、危険性、捨て方等、まとめて記載する。また、日本語、外

国語表記を両面刷りし、捨て方を周知できるようなチラシを考えている。 

議員 リチウムイオン電池を含む製品の安全対策に関する具体的な要望及び財政負担の国への要

望はどのようか。 



市長 例えば、ＣＭなどでリチウムイオン電池等の捨て方の注意喚起等をすることや、スプリンク

ラー設置等の取り組みとそれに対する財政支援も必要だと思う。また、特別交付税措置に関する補

助率の引き上げ、さらに、蕨戸田衛生センターの復旧建設工事に係る財政支援等、他自治体の首長

とも共有し、国に強く要望していきたい。 

新設される市民公園のボール 

遊びができる広場について 

議員 誰にでも分かる利用内容の看板の設置、ゲートボール場の利用の継続、また、管理棟との連

携について等、要望が来ているがいかがか。 

都市整備部長 利用案内板にはゲートボールの利用時間等を明記した上で周知を図るとともに、仕

切りネットでエリアを区分する等、安全確保にも努める。また、市民公園には公園管理人が２名常

駐しており、ボール広場においても入り口の開閉施錠等、適切な管理をしていきたい。 

学校の校庭、体育館の開放について 

議員 ボール遊びもできる学校の校庭、体育館の開放についてはどのようか。 

教育部長 市内の全ての小学校で平日の放課後にボールを使用して校庭で在校生が遊ぶことを可

としている。一方、体育館については、鍵や安全の管理が難しいことから開放している学校はない。 

議員 土、日曜日に開放している市もある。検討をお願いする。 

 

市立病院建替え整備事業等について 

とちもと よしかね議員（わらびみらいのかい） 

議員 市立病院建替えの進捗状況と事業スケジュールはどのようか。 

病院事務局長 建物や駐車場の配置等、全体計画を進めてきた。今後は構造、電気設備、機械設備

等の検討も行い、年度内に基本設計を策定する。 

議員 総合診療科の設置及び病院設計に生かすことについてどのように考えるか。 

病院事務局長 総合診療医の確保は重要だと考える一方、内科が同様の役割を担っており、現時点

での設置は難しいが、必要な検討は行っていく。設計についても診療室等、柔軟に対応していく考

えである。 

議員 総合診療科は医師不足という大きな問題の中で重要な診療科だと思う。経営改善に向け、引

き続き柔軟に取り組んでほしいと要望する。 

地域完結型の医療、介護提供体制の構築を 

議員 地域の主要な医療、介護提供主体との協議、連携はどのように進めているか。 

健康福祉部長 医療、介護連携ネットワーク会議において、在宅医療、介護の連携の現状や課題を

共有し、対応策を検討する等、連携体制の構築を推進している。また、在宅医療担当者会議への出

席、連携ネットカフェ、緩和カフェへの参加等、連携を図っている。 

議員 地域の情報共有システムとしてＭＣＳ（メディカルケアシステム）を導入するに当たり、個

人アドレス付与の現状はどのようか。 

健康福祉部長 本市ではＭＣＳの運用を蕨戸田市在宅医療支援センターに委託しており、個人アド

レスではなくＭＣＳ専用のアドレスで登録し、担当者のみが使用できるよう管理している。 

議員 個人アドレスを付与し、円滑に運用することが望ましいと考える。また、職員の負担軽減、



業務の効率化において文書管理システムの早期導入が必要だと考えており、推進を強くお願いす

る。 

災害対策について 

議員 ライン公式アカウントにおいて、災害対策にかかる活用はどのようか。 

市民生活部長 防災行政無線の放送内容のほか、防災に関する啓発や訓練、講座情報を、災害時に

は各種避難情報のほか、市内の被害状況や避難所の開設状況等を配信していく予定である。 

議員 デジタル技術を防災に生かすことは重要であり、積極的な活用推進を要望する。 

 

未来を担う子どもたちのために 

学校トイレの改修について 

しょうの こうじ議員（わらびみらいのかい） 

議員 学校トイレの改修の進捗状況と今後の計画はどのようか。 

教育長 今年度実施している３校のトイレの改修については、現在順調に進捗している。また、並

行して次年度実施予定の小学校４校の設計委託を進めており、令和９年度には中学校３校の工事が

実施できるよう検討を進めている。 

議員 今回、校舎内に多目的トイレが各１か所新設されるとのことで、良い一歩だと感じているが、

数は十分だと考えているのか。 

教育長 一時的なけがの際や教職員の利用、また、校舎が避難所として利用される場合等、様々な

状況を鑑みると、１か所でも多目的トイレがあると利便性が向上すると考えている。その上で、設

置後の利用状況等も分析しながら、他の階への設置等も含め、校舎全体のバリアフリー化の対応を

検討していきたい。 

議員 可能であれば全部の階にあるといい。引き続きバリアフリーの対応をお願いする。 

学校の水泳授業の指導委託及び今後の学校プールの活用について 

議員 今年度、外部委託が行われている小学校４校及び残り３校の水泳授業の状況はそれぞれどの

ようだったか。 

教育長 ４校については、施設との間を大型バスで移動し、泳力別に４グループに分け、各グルー

プに専門のインストラクター１人がつく。教職員はプールサイドで児童の見守りや評価、支援を要

する児童への対応を行った。３校については、雨天や気温の影響により中止となる日があったが、

別の日への振替や時間割変更を行うことにより予定どおりの授業時間数を確保できた。 

議員 子どもたちにとってよりよい方法を検討していただきたい。また、中央プールの屋内プール

への改修については、時間をかけて将来のまちづくり全体を見据えた上で、子どもたちを含む市民

の皆さんに喜ばれる今後の方向性を検討していただきたい。 

保育園の設備について 

議員 市内の公立保育園の多くは老朽化が進んでおり、計画的な修繕や改築が不可欠であると考え

る。大規模な改修を行う場合、優先的に改修の必要性がある設備についてどのように考えているか。 

健康福祉部長 照明設備のＬＥＤ化や計画的に空調設備を更新することが必要であると考えてい

る。 

 



学校給食センターにおける調理場の労働環境改善を 

おかだ みきお議員（わらびみらいのかい） 

議員 現在、全国の 83.６％の給食センターで空調が導入されている。エアコン設置を進めてこな

かった理由は。 

教育部長 エアコンについては躯体の強度や設置スペースの不足等により取り付けが困難である

ため現状では設置していない。工事費用が高額化する懸念のほか、給食業務が停止してしまう等、

想定される課題も多いことから、エアコン設置の必要性の認識は持ちつつ、引き続き調査や情報収

集等を行っていきたい。 

議員 エアコンが使用できないのであれば、冷却ベスト等を調理作業時に着用してはどうか。導入

検討を要望する。 

学校給食について 

議員 栄養バランスの現状と不足への対応についてはどのようか。 

教育部長 栄養素の中には目標値に届きにくく、鉄や食物繊維等がやや不足している傾向にある。

食べ残しが発生することで栄養素の摂取不足につながることから、喫食しやすいメニューの考案や

味つけにする等、工夫を行い栄養不足の解消に努めている。 

議員 数値的な目標を持って改善を図っていただきたい。 

 給食費無償化と質の確保の両立についてはどのように考えているか。 

教育部長 現在、国において検討や制度設計が行われている段階であるため、情報は明らかになっ

ていないが、給食の質及び量の担保を可能とする十分な予算措置を講じ、自治体格差が生じぬよう

国に求めていきたいと考える。 

議員 給食費無償化の対象範囲や開始時期、実施方法について決定次第速やかに説明いただけるよ

う要望する。 

健診の申し込み方法に関する課題と改善の方向性 

議員 健診の申し込み方法には多様なニーズがあるが、これらに応えるための改善策はあるか。ま

た、電子申請に切り替えていく考えはあるか。 

健康福祉部長 電子申請が難しい方もいるため、当面は紙の申請書と併用していく必要があると考

えている。それぞれに定員を設けて柔軟に対応する等の検討を進め、より分かりやすい健診案内の

作成等、改善に努める。 

議員 高齢者やデジタルに不慣れな方への配慮も実現し、利便性を高める工夫を重ね、市民満足度

をさらに向上させていただくことを要望する。 

 

働く世代の健康支援として更年期障害対策を 

やじま さとこ議員（公明党） 

議員 更年期障害を「働く世代の健康課題」としてどのように認識しているか。 

健康福祉部長 仕事のパフォーマンスを低下させるだけでなく、離職につながることもあり、働く

上でも重要な健康課題であると認識している。 

議員 正しい知識の啓発活動についてはどのようか。 

健康福祉部長 保健センターでは相談機会を設けるとともに、ホームページで更年期症状や治療等



について情報提供を行っている。今後は、男性の更年期障害も含め、理解促進等、情報提供に努め

ていきたい。 

議員 更年期に伴う体調不良は、原因が分からないまま、不調を抱えて就業を続けている場合もあ

る。健康課題を個人の責任に委ねるのではなく、職場全体で支える体制を構築することが、誰もが

安心して働き続けられる社会の実現につながるものと考える。 

「プレコンセプションケア」妊娠前からの健康づくりについて 

議員 プレコンセプションケアは若い世代の健康を増進し、質の高い生活を送ることで、健全な妊

娠、出産のチャンスを増やし、次世代の子どもたちを健康にする取り組みであるが、本市の健康教

育に取り入れる考えはあるか。 

健康福祉部長 プレコンセプションケアの普及啓発は大変重要であると認識している。対象者が学

業や仕事等で忙しい世代であることを踏まえ、ホームページ等を活用し、取り組んでいきたい。 

議員 妊娠支援だけでなく、生涯にわたる健康支援として、誰もが安心して暮らせる地域づくりを

進めていただきたい。 

多世代交流を促す自然体験の場づくりについて 

議員 農業体験は命や自然、地域、社会等を学ぶ総合的な教育活動であり、ボランティアの方々と

関わることで、様々なことを学べる大切な時間である。中央公民館、下蕨公民館、旭町公民館が共

同で実施している「ぷちトマトくらぶ」の事業開始時期を現在の５月から、種まき、苗の植えつけ

を行う３月とすることについての見解は。 

教育部長 植え付けから収穫までの一連の作業体験はこの事業の趣旨の一つであることから、スタ

ッフの方と調整を図っていきたい。 

ほかに 「学校プールの民間委託と既存プールの維持管理」について質問。 

 

令和６年度企業会計決算について 

おおいしこういち議員（公明党） 

議員 本市の水道事業は単年度では黒字だが、緊急対応等により、現金残高は年々減少している。

水道事業が抱える最も大きな問題は何か。 

水道部長 給水量の減少が最も大きな問題と認識している。節水機器の普及等が原因と考えられる

が、現状では明確な対応策がない状況である。 

議員 県水の料金改定を踏まえ、最低限の水道料金値上げは必要だと思うが、どの程度が適切と考

えるか。 

水道部長 県水は令和８年４月から約 21％の料金改定を予定しており、毎年 6 千 500 万円ほどの

経費増加が見込まれるほか、老朽管等の更新、施設の維持管理費の増から、蕨市上下水道審議会へ

「適正な水道料金等の設定について意見を求める」旨の諮問を行った。答申を受けた後、対応を検

討していく。 

議員 下水道施設の老朽化対策はどのようか。 

都市整備部長 平成 28 年度に下水道管路長寿命化基本計画を策定し、重要な路線からの管路の調

査や改修工事を進めてきた。今年度は、ポンプ場ストックマネジメント基本計画の策定に着手し、

今後は計画に基づき、予防保全型の維持管理を進めていく。 



議員 下水道使用料の改定についてはどのようか。 

都市整備部長 物価高騰の影響等を考慮するほか、市民生活への影響等にも配慮し、適切な時期に

検討を進める。 

議員 市立病院では長期間赤字が続いているが、立て直しについての見解は。 

病院事務局長 新型コロナウイルスの流行により、赤字幅が拡大。令和６年度決算では、約３億２

千９００万円の純損失を計上した。立て直しには、入院患者の確保を軸に医業収益の増を図ってい

くことが重要であり、赤字額の削減に努めていく。 

議員 未収金の発生状況はどのようか。 

病院事務局長 令和６年度、新たに発生した未収金の額は８０６万９千５８８円であり、未収金額

の圧縮に努めていきたい。 

議員 市立病院建替えと同時に大胆な経営改革を行うことが必要。水道事業、下水道事業、病院事

業は市民生活に直結するライフラインだからこそ、中期的な視点で更新投資、料金改定、経費削減

のバランスを市民に見える形で示すことが不可欠である。 

 

世代を問わず広がる詐欺対策について 

ほんだ ていこ議員（公明党） 

議員 本市でも昨年 10 月に預貯金を奪われる詐欺被害が発生。行政、地域、警察が一体となった

「福祉と防犯」の複合的な取り組みが不可欠である。本市としてどこに重点を置き取り組んでいく

のか、市長の見解は。 

市長 市民の安全、安心を守ることは最優先課題である。本市では、警察や町会、金融機関と連携

して、詐欺防止に関する街頭キャンペーン、広報による周知、防災行政無線等での注意喚起を行っ

ているが、いろいろな手口があることを様々な形で啓発していく必要があり、さらに関係機関と連

携していきたい。 

議員 訪問型見守りを重点に地域包括支援センターや民生委員との連携を図り、防犯対策補助への

申請サポートを整備してはどうか。 

市民生活部長 地域ぐるみで見守り活動を進めていくことが重要と考えるが、それぞれの負担が増

加するといった懸念があることから、当面は安全安心課において申請サポートを行いつつ、今後ど

のように連携を図ることが効果的なのか協議を進めていきたい。 

議員 通話録音機能付き電話機の購入費補助を高齢者世帯以外の方々にも助成対象の拡充を検討

してはどうか。 

市民生活部長 年々詐欺の手口は巧妙化していることから、本市での被害状況や他市の事例を参考

としながら調査、研究していきたい。 

議員 防犯カメラだけでなく玄関ドアの防犯錠等、防犯設備補助への拡充を行ってはどうか。 

市民生活部長 本市においては、家庭用防犯カメラの設置補助を実施しており、多くの申請をいた

だいている。補助拡充については、設置費用やその効果について調査、研究していきたい。 

議員 若者層でエスエヌエスを通じた「闇バイト」等のトラブルが増加している。学校や図書館の

エスエヌエスリテラシー教育の実施状況はどのようか。 

教育長 学校では、埼玉県警等による、エスエヌエスを活用した詐欺や「闇バイト」についての指



導を行うほか、啓発チラシを家庭へ配布し、問題意識の向上を図っている。 

 また、図書館では入口付近にエスエヌエスリテラシーやネットトラブルに関連した書籍コーナー

を設けている。 

ほかに 「ワイルドフラワーを活用した緑化運動」について質問。 

 

物価高騰の影響と市政運営について 

すずき さとし議員（日本共産党） 

議員 長引く物価高騰の影響は市政運営にも市民生活にも及ぶ。本市の財政見通しと市民負担にか

かわる対応について市長の見解はどうか。 

市長 健全な財政状況が維持できているが、物価高騰等の影響は注視する必要がある。市立病院の

建替え等の事業では、財源確保とともに持続可能な行財政運営の展望を持ちながら進めることが大

切。一方、市民生活は厳しい状況であり、市民生活を守ることが一番の使命。法律や国、県の関係

で市民負担の見直しが避けられない場合でも最低限にとどめ、丁寧に説明する等最大限努力する。

全体での物価高騰対策課題はあるが努力したい。 

多文化共生の取り組み 

議員 多文化共生指針の実施状況と課題はどのようか。 

市民生活部長 令和６年度までに 83.８％の項目を実施。今後は外国人住民が必要とする情報の提

供や生活上の義務、ルール等の理解促進が課題。住民同士が異文化の理解を深める上で交流機会を

増やす等の観点からキーパーソンの発掘、育成に努めている。 

議員 ヘイトスピーチ等は地域に差別や分断を生み出し、多文化共生を否定する。最近耳にする

「外国人は優遇されている」との言説は事実ではないと認識するが、国保と生活保護の外国人住民

の状況はどのようか。 

市民生活部長 国保の被保険者における外国人の割合が 25.３％に対し、医療費では６.84％となっ

ている。 

健康福祉部長 生活保護世帯全体での割合は 3.5％（人口全体での割合は約 13％）。 

議員 こうした事実と多文化共生の意義、ヘイトスピーチの問題点を伝えることが必要。「ヘイト

スピーチ禁止条例」の検討を要望する。 

猛暑対策について 

議員 高齢者等へのエアコン設置費や電気代等の補助制度を検討する考えはないか。 

健康福祉部長 財源確保等が課題。調査、研究する。 

議員 学校給食センターの冷房等の空調整備が必要と考えるが見解はどうか。 

教育部長 厳しさを増す暑さの中で喫緊の課題。しかし工事費用の高額化や工事による給食への影

響等の課題もあり調査、情報収集が必要。 

議員 緊急の手立てを取った上で施設面での改善を要望。 

ほかに 「生活保護制度」について質問。 

 

にぎわい交流拠点整備事業の進捗について 

すずき しんのすけ議員（日本維新の会） 



議員 にぎわい交流拠点整備事業の目標と成果をどのように見据えた上で、事業を進めているの

か。 

市民生活部長 蕨駅西口地区市街地再開発事業により、新たな集客拠点として形成されていく中、

市役所仮設庁舎跡地を活用し、公民連携によるにぎわい交流拠点を整備することで中山道エリアへ

の集客を図り、さらに駅西口周辺の商店街をはじめ、駅前通りとの回遊性を生むことを目指し、事

業を推進している。 

議員 事業を進めるに当たり、市民に対して説明は行われているのか。また、意見交換会の実施は

可能か。 

市民生活部長 にぎわい交流拠点の整備に係る基本方針の策定に当たり、拠点エリアの町会や商店

会を対象に説明会の開催やパブリックコメントを実施する等、広く意見等を募ったところである。

意見交換会についてはご要望いただければお答えしていきたい。 

議員 情報共有し合いながら進めていただきたい。 

 にぎわい交流拠点のうち、公共機能部分については人工芝を設置するとのことだが、寒さ、暑さ

の対策は考えているのか。 

市民生活部長 人工芝の広場を囲むように、ウッドデッキ調の通路やベンチを設けるとともに、暑

さ対策としてパーゴラを設置したり、熱を感じにくい人工芝を使用する等、工夫をしていきたい。 

議員 真夏及び真冬でも利用できる環境を造っていただきたいと要望する。 

市役所敷地内へのキッチンカー出店の現状は 

議員 最近はキッチンカーを利用する方が減少しているように感じるが、出店の現状はどのよう

か。 

市民生活部長 夏季は市内外でのイベント出店を優先する傾向にあるほか、猛暑のため出店を控え

ている状況が見受けられた。今後も地域のにぎわい創出の一助となるよう支援に努めていきたい。 

議員 購入者から意見等は寄せられているか。 

市民生活部長 いろいろなお店に来てほしい、量を減らして安価にしてほしいなどといった意見を

いただいた。 

議員 キッチンカーを毎日出店するのではなく、間隔を空けた方がブランド力につながるのではな

いか。これからも本市を盛り上げるため、いろいろな人たちと向き合っていきたい。 

 

多文化「地域共生」の考え方について 

まえかわ やすえ議員（わらびみらいのかい） 

議員 多文化「地域共生」の考え方についての見解は。 

市民生活部長 外国人住民が必要とする情報や地域社会で生活する上での義務やルール等につい

て、さらなる理解促進を図ることが課題と考える。これまでもごみの捨て方等を掲載した外国人生

活ガイドブックを配布する等の取り組みを進めてきた。一方、住民同士が異文化の理解を深めるた

め、市及び町会、コミュニティで外国人住民との関係をつなぐキーパーソンとなるよう人材育成に

努めている。 

議員 より一歩踏み込んだ第２次多文化共生指針が必要と考えるがどのようか。 

市長 外国人住民に生活者としてのルールをより知ってもらい、守ってもらう取り組み、地域社会



を共に支え、お互いを理解し合う取り組み等を強化していく必要があると考える。次期指針の策定

については、策定懇談会での議論や、市民の皆さんの声を聴きながら、議会での提言等もしっかり

活かして、取り組んでいきたい。 

にぎわい交流拠点について 

議員 仮設庁舎跡地の利活用については、駅西口再開発とあわせて、にぎわいの創出や回遊性をも

たらす事業とするようお願いしてきた。民間機能部分については、コメダ株式会社に決まり、敷地

が引き渡されたところだが、公共機能部分の仕様はどのようか。 

市民生活部長 １階には、蕨ゆかりの品や地元農産物を取り扱う物販施設としての機能のほか、ま

ちの歴史や観光名所を紹介するパンフレット等を配架し、２階には事務所のほか、会議室等を整備

する予定。また、施設奥には 30 台分の駐車場を整備し、その２階には広場を設け、素足でも遊べ

る人工芝等を設置し、暑さ対策としてパーゴラ等の日よけ設備を設ける予定である。 

議員 住民説明会等の開催状況はどのようか。 

市民生活部長 基本構想の段階で近隣町会、中山道の商店会に説明を行った。今後もポイントごと

の説明が重要であると考えており、町会長連絡協議会や、商店会の皆さんのご要望にお応えしなが

ら、丁寧に説明していきたい。 

議員 にぎわいを取り戻すための地元の商店、公共施設の努力は必要。そのためのアシストをお願

いする。また、駅西口再開発との回遊性につながるよう重ねてお願いする。 

 

昨年度 8.5 億円赤字の市立病院 

経営改善を問う 

かなまる けんじ議員（わらびみらいのかい） 

議員 令和６年度において一般会計からの繰入額と赤字額はどのようか。 

病院事務局長 令和６年度は、一般会計からの繰入額は５億円、純損失から繰入金と補助金を除い

た額は約８億 5 千万円となる。 

議員 「市立病院経営強化プラン」に記載された令和６年度の収支予測と、実際の決算との差は約

4.6 億円となり、プラン策定から約１年半で、予測値と実績値との乖離が生まれている。地域連携、

安定的な経営という観点から、市立病院の医療圏に於ける環境変化をどのように分析しているの

か。例えば、専門機材を備えたクリニックが地域で増えることで、市立病院での外来のニーズが下

がる可能性はどのようか。 

病院事務局長 当院の外来と同じ機能を持つクリニックが開設されれば、受診のニーズの減少の可

能性は否定できないが、クリニックは入院機能がないので、当院への入院の需要という部分も出て

くるものと考える。 

議員 入院が増える診療科や診察がどの程度あるか分析が必要だと感じる。各種御答弁を聞くと、

今できる経営改善策は全て行っているが、今の延長線上では大きな赤字改善の手は見えて来ない。

期待が持てるとすると、新病院になり環境が改善されて、出産数や入院稼働率が改善し、外来の診

察数も増えることだが、新病院建設費の返済額以上に収益が改善するのかは分析が必要だと感じ

る。市立病院の経営アドバイザーの拡充が可能なら、検討する価値は有るのではないか。 

 また、市立病院の第一の使命は「市民の健康の維持増進」である。病院の診療機能を全て維持し



て赤字を市が支える選択肢もあるが、その予算を予防医療や介護予防に使ったり、市民全体に公平

に医療アクセスを提供するという考え方からオンデマンド型の交通を走らせ、市民が市立病院、他

の病院、市内にアクセス出来ることで健康寿命の増進にも資するかも知れない。市長には今後とも

多角的な視点でご検討いただきたい。 

ほかに 「総合診療医が在宅医療で果たす役割」「車での送迎用に病院玄関への雨避け設置」「職員

の残業代 1.6 億円の削減にも資する庁内ＤＸの推進」等について質問。 

 

市長マニフェストの進捗状況について中央プールの室内化の方向性は 

えのもと かずたか議員（無所属） 

議員 市長マニフェストの進捗状況はどのようか。 

総務部長 令和７年６月現在で実施済み、一部実施、着手をあわせて 84％である。 

議員 「発達障がいや医療的ケアが必要な子どもへの支援拡充」について、現在、医療的ケア児へ

の日常生活用具給付の拡大を行ったのみである。このほかに何を行うのか。 

健康福祉部長 まだ障がいと診断されていない、療育施設等も利用していないが、発達に不安のあ

る保護者に対する相談やサービス内容がもっと分かるようにすることが課題であり、情報提供の充

実を図っていきたい。 

議員 中央プールの室内化について、市長は市議時代に、「子どもからお年寄りまで楽しめる温水

プールを」と公約に掲げたこともある。温水プールへの思いは。 

市長 これから小学校の水泳授業の民間委託を広げる中で、民間のプールが突然使えなくなること

もあり得る。子どもからお年寄りまで年間を通じて利用でき、学校とも連携できるプールが必要で

はないかとマニフェストに掲げた。 

議員 蕨の魅力を高める上でも、また子育て世代を呼び込むためにも、子どもも使えるプールの整

備を要望する。 

外国人生活保護の実態は 

議員 最近、外国人の生活保護に関する誤解がネットを中心に広まっている。外国人の生活保護の

現状はどのようか。 

健康福祉部長 本市の受給１千３００世帯のうち、46 世帯であり、全体の 3.5％である。 

議員 国籍別ではどのようか。 

健康福祉部長 フィリピン 16 世帯、韓国 10 世帯、中国８世帯等となっている。 

議員 様々な誤った情報の拡散等も含め、市長の見解は。 

市長 生活保護は法定受託事務で、外国人については国の通知に基づき全国同様の対応である。本

市の生活保護受給者に占める外国人の割合は 3.5％であり、日本人世帯に比べてはるかに低い。こ

うした状況にも関わらず誤った情報がエスエヌエス等で発信されることは、外国人への差別や分断

を助長する憂慮すべき状況だ。また、そういったことが日本人の住みにくさにもつながるのではな

いか。みんなが住みやすいまちを作っていくのだと、引き続き訴えていきたい。 

ほかに 「大人の引きこもり」「親亡き後の障がい者」等について質問。 

 

ごみ減量化に向けての取り組みについて質問する 



やまわき のりこ議員（日本共産党） 

市民生活部長 衛生センターの火災発生後、もやすごみは他の自治体への搬送、処理を行っており、

収集時間への影響及び費用面等から、ごみの減量化への協力を行っている。今月から、生ごみ処理

機及び生ごみ処理容器の購入費用への補助を開始。生ごみ処理機は補助率２分の１、上限額３万 

円、生ごみ処理容器は、補助率２分の１、上限額３千円。１世帯につき２基まで。 

議員 リチウムイオン電池の廃棄方法について市民への周知や広報は。 

市民生活部長 本年 12 月から、リチウムイオン電池等は、透明の袋に入れた上で「消火器、バッ

テリー」のかごに分別いただく方法に変更。回収用の透明袋を、啓発チラシと合わせて、広報蕨と

共に市内全世帯へ配布するほか、公共施設等へ配架する。 

議員 自転車事故が増えている現状から来年４月１日より道路交通法の改正が行われる。市内では

歩行者も自転車も通るのに危険な道路があるが、交通安全対策についてはどのような対応を図る

か。 

市長 自転車の安全対策については地区ごとの整備や様々な対策を講じてきて事故件数の減少を

図ってきた。一本杉通りは拡幅が計画されているが実際には進まないのが現状。 

保育行政の充実を 

議員 留守家庭児童指導室に常勤の職員を配置してほしいと長年要望をしてきたが、その後の状況

は。 

健康福祉部長 今年度４月から１日７時間、週５日勤務する常勤の会計年度任用職員を１名配置し

ており、10 月にはさらにもう１名を配置予定。 

議員 民間留守家庭児童指導室が南小学区に設置される見通しだが、設置場所は。 

健康福祉部長 南町２丁目の南町郵便局隣りの建物１階空き店舗部分に開設予定。 

議員 長期休業中の留守家庭児童指導室の宅配弁当についての実施状況は。 

健康福祉部長 公設公営及び公設民営の 16 室を対象に、７月 22 日から８月 22 日まで、19 日間

実施した。 

議員 指導員も利用できるのか。また、待機となっている児童館利用の４年生も利用できるように

してほしい。 

健康福祉部長 指導員も利用できる。児童館利用の登録児童も、利用できるようにしていく。 

 

市民が安心して暮らし多文化共生を進めるために 

こばやし りき議員（しんしょうかい） 

議員 国民健康保険制度の健全な維持のためには現状を正確に把握し、公平かつ実効性のある収納

対策を推進することが必要である。日本人の滞納率 8.3％に対し、外国人は 19.７％と約２倍であ

るが、外国人に対する収納率向上のための取り組みはどのようか。 

総務部長 催告書を送付する際は７か国語の案内チラシを同封するほか、市役所窓口では自動翻訳

機や庁内の通訳等を活用し、税の納付について説明することで収納率向上につながるよう取り組ん

でいる。 

議員 市民が安心して暮らし、多文化共生を前向きに進めていくために、市全体としてどのような

方針を持ち、どのように考えているか。 



市長 日本の法律、生活習慣上のルール、文化も含めて伝えて守っていただくことが大事であり、

対策、周知等をする努力を強めていく必要がある。全体としてルールを守っていくことが、誰もが

安心して暮らせるまちにつながるという立場で、引き続きしっかり取り組んでいきたい。 

蕨市民体育館アリーナへのエアコン設置について 

議員 体育施設としてだけではなく、災害時の大規模避難所という観点より、かねてからエアコン

設置を検討されていると思うが、現状の進捗はどのようか。 

教育部長 市全体の財政状況や施策の優先度等を総合的に検討する必要があるが、設置費用やラン

ニングコストについて調査、研究を進めている。なお、６月にアリーナ内に４台の冷風機を追加で

導入した。 

議員 未来への投資として、市債の活用等も含め前向きに検討いただきたいが、市の見解はいかが

か。 

教育部長 必要性は十分認識しているが、実際に設置するとなると一定期間アリーナが使用できな

くなる懸念等がある。利用者からの要望は伺っており、実現できる方法はないかという思いは持っ

ている。 

議員 エアコン設置の見積もりの際に自家発電設備の費用も含まれているのか。 

教育部長 空調を増設する場合は、エアコン用の電源を別に確保するのが一般的であり、仮にエア

コンを設置するとなれば、そこも含めて検討する。 

議員 災害時の避難所機能を考慮し、前向きな検討をお願いする。 

ほかに 「路上喫煙及び吸い殻のポイ捨てに関する対策」等について質問。 

 

議員派遣報告 

第 87 回全国都市問題会議 

成熟社会の都市のかたち 

コンパクトで持続可能なまちづくり 

10 月９、10 日の２日間にわたり、全国の市長、市議会議員等が参加し、都市の抱える問題や地方

自治の在り方について議論する「第 87 回全国都市問題会議」が栃木県宇都宮市で開催され、本市

議会からは、３名の議員が参加しました。 

 今回の会議は「成熟社会の都市のかたち コンパクトで持続可能なまちづくり」をテーマに、講

演やパネルディスカッションにより、人口減少や一極集中、都市の持続可能性等といった現代の社

会的課題への様々なアプローチや研究成果の報告が行われ、多くの気付きを得ることができまし

た。 

 １日目はひろいよしのり京都大学名誉教授より「人口減少 成熟社会のデザイン」をテーマに基

調講演が行われました。 

 主報告を行ったさとうえいいち宇都宮市長からは、都市機能を集約する高次都市機能誘導区域を

定め、さらにその周辺等に都市機能誘導区域や、市街化調整区域の地域拠点を定めるとともに、誘

導施設の新築 建て替え費用の一部助成等により、幅広い都市機能の誘導、集積を図る取り組みが

報告されました。 

 その後は、「『縮充』発想による公共施設マネジメント」をテーマとしたみなみまなぶ、東洋大学



国際ＰＰＰ研究所シニアリサーチパートナー、「都市縮小時代の持続可能なまちづくり 人がつど

い 未来に躍動する 世界都市 高松」をテーマとしたおおにしひでと香川県高松市長、「次世代交

通とコンパクトで持続可能なまちづくり」をテーマとしたもりもとあきのり早稲田大学理工学術院

教授より、それぞれ一般報告がなされました。 

 ２日目は内田なおみ埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授をコーディネーターに、今回のメイ

ンテーマに基づいたパネルディスカッションが行われました。４人のパネリストが、交通事業者と

行政の協力関係がまちづくりに不可欠であることや人口減少と高齢化、インフラの老朽化、中心市

街地の空洞化など多くの課題を抱える室蘭市の取り組み、まちなかと郊外が一体に発展するための

取り組み等、それぞれの視点から発言し議論を深めました。 

 

常任委員会 視察報告 

総務常任委員会 

令和７年 11 月５日から６日 

〇視察地、調査事項 

♦新潟県見附市 防災対策について 

♦新潟県新潟市 ＤＸの取り組みについて 

見附市では、平成 16 年７月に大雨による洪水で大きな被害を受け、災害対策に積極的に取り組ん

でいます。ハード事業では、田んぼダムや雨水貯留管、緊急排水ポンプの設置、トイレトレーラー

の導入等があり、ソフト事業では、防災カメラの設置や避難するときに他の人にも声かけをする避

難インフルエンサーの拡充、様々な防災訓練の実施、防災スクールの推進等の取り組みを行い、災

害に強いまちづくりを推進していました。新潟市では、令和７年度末までに行政手続きのオンライ

ン化率 90％を目指し、令和６年度末で約 84％の達成状況となっています。申請等のオンライン化

による市民の利便性向上や、ノーコードツールを利用した業務効率化などのメリットがあります。

また、市内外の企業が会員として参画できる「ＤＸプラットフォーム」を運営し、異業種連携によ

る新たなビジネス創出や各会員企業のＤＸ促進の取り組みを実施していました。 

 

環境福祉経済常任委員会 

令和７年 11 月４日から５日 

〇視察地、調査事項 

♦香川県三豊市 市民病院建替えまでの経緯と経営再生に向けた取り組み等について 

♦香川県坂出市 坂出市立病院の再建と経営等について 

みとよ市民病院は、建設段階から施行者が参画する ECI 方式を採用し、工期の短縮とコスト抑制

が実現されていました。また、病床数を 157 床から 122 床へと削減し、ほぼ全室の個室化を図り、

入院差額ベッド代を無料とすることで、患者や家族の満足度も高まったそうです。高齢化による医

療需要の変化を見据えた組織体制が構築されており、大変参考になりました。 

 坂出市立病院は、平成３年には廃院勧告を受けましたが、職員の意識改革を進め、病院再建を果

たしました。全職員参加の部会活動の推進などにより、職員間のつながりを深め、風通しを良くす

ることで、医療の質の向上と職場環境の改善を図ってきました。また、市民や患者からの意見や外



来アンケートを通じて要望を把握し、即応的な改善を図る取り組みも印象的でした。困難な経営状

況を乗り越え、改革を進めてきた経緯は大変参考になりました。 

 

教育まちづくり常任委員会 

令和７年 10 月 16 日から 17 日 

〇視察地、調査事項 

♦埼玉県三郷市 三郷市立瑞沼学校給食センターについて 

♦大阪府泉佐野市 こども朝食堂の取り組みについて 

三郷市立瑞沼学校給食センターは、高水準の衛生管理体制が印象的で、アレルギー対応のため専用

調理室を設け、専任の栄養士による個別対応を実施するなど、全ての児童が安心して給食を楽しめ

る環境づくりが進められています。また、食育推進の一環として、食生活や栄養バランスを可視化

できる 「食育サットシステム」を導入するなど、「食育、安全、地域連携」を担う教育拠点として

機能していることを実感しました。 

泉佐野市で実施されているこども朝食堂は、市が NPO 法人及び地域団体に委託しており、市内全

小学校 13 校で行われています。週２回、各学校の家庭科室で実施し、全児童が参加対象、事前申

し込み不要、参加費無料です。食事の提供だけでなく、家庭や学校と地域をつなぐ「朝の居場所」

としての役割を果たしており、規則正しい生活リズムの確立や安心して登校できる環境づくりに寄

与していると実感しました。 

 

編集後記 

もう 12 月。子どもの頃は一年が長く感じたのに、大人になると本当にあっという間。この感覚の

違いは「ジャネーの法則」と呼ばれています。人は年を重ねるほど、一年がこれまで生きてきた時

間の中で占める割合が小さくなるため、時間の流れが早く感じられるそうです。つまり、子どもに

とっての一年は「未知への発見」に満ち、大人にとっての一年は「経験の積み重ね」なのかもしれ

ません。 

 市議会としても、新しい視点を忘れず、一つ一つの課題に丁寧に向き合う姿勢を大切にしてまい

りたいと思います。市民の皆さまとともに、よりよい蕨の未来を築くため、これからも議員一丸と

なって努めてまいります。 

 

広報広聴委員会 

委員長、おかだみきお 

副委員長、かなまるけんじ 

委員、みやしたなみ、すずきしんのすけ、しょうのこうじ、やじまさとこ、えのもとかずたか、す

ずきさとし、おおいしけいこ、ふるかわあゆみ 

 

 

 


